
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
映像データと同期して再生すべき音声データを再生する音声再生装置において、
前記映像データを再生する他の装置との間の通信を 実行する通信装置と
、
前記通信装置による前記他の装置との通信を利用して、前記他の装置における映像データ
の再生位置と前記音声再生装置における音声データの再生位置との間のずれ量を検出する
手段と、
再生すべき音声データの中から音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出する
手段と、
前記検出された再生位置のずれ量に基づき、前記検出された音声データ区間内で前記音声
データの再生速度を変更する再生速度制御手段とを具備することを特徴とする音声再生装
置。
【請求項２】
前記再生速度制御手段は、前記検出された音声データ区間に属する音声データを間引く手
段を含むことを特徴とする請求項１記載の音声再生装置。
【請求項３】
前記再生速度制御手段は、前記検出された音声データ区間に無音データを挿入する手段を
含むことを特徴とする請求項１記載の音声再生装置。
【請求項４】
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前記再生速度制御手段は、前記検出された音声データ区間に属する音声データの、単位時
間当たりに再生すべきデータ量を変更する手段を含むことを特徴とする請求項１記載の音
声再生装置。
【請求項５】
前記音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出する手段は、
再生すべき音声データの中から音量レベルが第１の音量レベルとそれよりも低い第２の音
量レベルとの間の範囲に属する第１の音声データ区間を検出する手段と、
再生すべき音声データの中から音量レベルが前記第２の音量レベルよりも低い第２の音声
データ区間を検出する手段とを含み、
前記再生速度制御手段は、
前記第１および第２の音声データ区間毎に規定された音声データの再生速度に関する最大
許容変更量と、前記検出された再生位置のずれ量とに基づき、前記第１および第２の各音
声データ区間毎にその音声データ区間に属する音声データの再生速度の変更量を決定する
手段を含むことを特徴とする請求項１記載の音声再生装置。
【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】

【請求項１１】

【請求項１２】
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前記通信装置による前記他の装置との通信を利用して、前記他の装置から送信される前記
再生すべき音声データを受信する手段と、
前記受信された音声データを一時的に格納する記憶装置とをさらに具備し、
前記音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出する手段は、
前記記憶装置に格納されている音声データを解析して再生すべき音声データの中から音量
レベルが前記特定値よりも低い音声データ区間を検出する手段を含むことを特徴とする請
求項１記載の音声再生装置。

前記ずれ量を検出する手段は、前記通信装置を用いて特定の時間間隔で前記他の装置と通
信することによって、前記他の装置から映像データの再生位置を取得する手段を含むこと
を特徴とする請求項１記載の音声再生装置。

映像データと同期して再生すべき音声データを再生する音声再生装置の再生動作を制御す
る音声再生制御方法において、
前記映像データを再生する他の装置との間の無線通信によって、前記他の装置における映
像データの再生位置と前記音声再生装置における音声データの再生位置との間のずれ量を
検出するステップと、
再生すべき音声データの中から音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出する
ステップと、
前記検出された再生位置のずれ量に基づき、前記検出された音声データの区間で前記音声
データの再生速度を変更する再生速度制御ステップとを具備することを特徴とする音声再
生制御方法。

前記再生速度制御ステップは、前記検出された音声データの区間に属する音声データを間
引くステップを含むことを特徴とする請求項８記載の音声再生制御方法。

前記再生速度制御ステップは、前記検出された音声データの区間に無音データを挿入する
ステップを含むことを特徴とする請求項８記載の音声再生制御方法。

前記再生速度制御ステップは、前記検出された音声データの区間に属する音声データの、
単位時間当たりに再生すべきデータ量を変更するステップを含むことを特徴とする請求項
８記載の音声再生制御方法。

前記音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出するステップは、再生すべき音
声データの中から音量レベルが第１の音量レベルとそれよりも低い第２の音量レベルとの



【請求項１３】

【請求項１４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は映像データと同期して再生すべき音声データを再生する音声再生装置および同装
置で用いられる音声再生制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、動画、音声などのマルチメディアデータの再生速度を変更するための技術が開発さ
れている。
【０００３】
特開平９－２６１６１３号公報には、マルチメディアデータを受信および再生する装置に
おいて再生速度を可変にする再生方法が開示されている。この方法は、受信バッファ内の
データ残量に応じて再生速度を変更する。すなわち、この方法では、受信バッファ内のデ
ータ残量が多い場合には再生速度を上げ、受信バッファ内のデータ残量が少ない場合には
再生速度を下げるという制御が実行され、これにより受信バッファのオーバーフロー／ア
ンダーフローの発生を防いでいる。
【０００４】
特開平５－１３５２２８号公報には、音声信号の無音期間を拡大させたり縮小させたりす
ることで、高音質を維持しつつ遅き聴き再生や早聴き再生を実現する技術が開示されてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、最近では、互いに同期して再生すべき映像データと音声データとをそれぞれ別
個の装置で再生する技術の実現が要求されている。
【０００６】
映像と音声のような同期したメディアをそれぞれ異なる装置で再生する場合には、映像の
再生タイミング制御のために参照するクロックと音声の再生タイミング制御のために参照
するクロックとが異なり、これが映像と音声との同期のずれが生じる原因となる。また同
期のずれを解消するために映像データまたは音声データの再生速度を変更すると、視聴者
に不自然な印象を与えてしまうことになる。
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間の範囲に属する第１の音声データ区間を検出するステップと、再生すべき音声データの
中から音量レベルが前記第２の音量レベルよりも低い第２の音声データ区間を検出するス
テップとを含み、
前記再生速度制御ステップは、
前記第１および第２の音声データ区間毎に規定された音声データの再生速度に関する最大
許容変更量と、前記検出された再生位置のずれ量とに基づき、前記第１および第２の各音
声データ区間毎にその音声データ区間に属する音声データの再生速度の変更量を決定する
ステップを含むことを特徴とする請求項８記載の音声再生制御方法。

前記他の装置から無線信号によって送信される前記再生すべき音声データを受信するステ
ップと、
前記受信された音声データを記憶装置に一時的に格納するステップとをさらに具備し、
前記音量レベルが特定値よりも低い音声データ区間を検出するステップは、
前記記憶装置に格納されている音声データを解析して再生すべき音声データの中から音量
レベルが前記特定値よりも低い音声データ区間を検出するステップを含むことを特徴とす
る請求項８記載の音声再生制御方法。

前記ずれ量を検出するステップは、特定の時間間隔で前記他の装置と無線通信することに
よって、前記他の装置から映像データの再生位置を取得するステップを含むことを特徴と
する請求項８記載の音声再生制御方法。



【０００７】
本発明は上述の事情を考慮してなされたものであり、視聴者に不自然な印象を与えること
なく、他の装置で再生される映像データとの間の同期のずれに応じて音声データの再生速
度を変更することが可能な音声再生装置および同装置で用いられる音声再生制御方法を提
供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上述の課題を解決するため、本発明は、映像データと同期して再生すべき音声データを再
生する音声再生装置において、前記映像データを再生する他の装置との間の通信を

実行する通信装置と、前記通信装置による前記他の装置との通信を利用して、
前記他の装置における映像データの再生位置と前記音声再生装置における音声データの再
生位置との間のずれ量を検出する手段と、再生すべき音声データの中から音量レベルが特
定値よりも低い音声データ区間を検出する手段と、前記検出された再生位置のずれ量に基
づき、前記検出された音声データ区間内で前記音声データの再生速度を変更する再生速度
制御手段とを具備することを特徴とする。
【０００９】
この音声再生装置においては、通信装置による他の装置との 通信を利用
して、他の装置における映像データの再生位置と前記音声再生装置における音声データの
再生位置との間のずれ量が検出される。さらに、再生すべき音声データの中から音量レベ
ルが特定値よりも低い音声データ区間が検出される。再生位置のずれ量に基づく音声デー
タの再生速度の変更は、検出された音声データ区間内で実行される。これにより、視聴者
に不自然な印象を与えることなく、他の装置で再生される映像データとの間の同期のずれ
に応じて音声データの再生速度を変更することが可能となる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１には、本発明の一実施形態に係る音声再生装置が示されている。この音声再生装置２
０は、映像再生装置１０による動画などの映像データの再生と同期して音声データを再生
するように構成されている。例えば、映像データとそれと同期して再生すべき音声データ
とを含むオーディオ・ビデオコンテントを再生する場合、映像データの再生は映像再生装
置１０によって行われ、音声データの再生は音声再生装置２０によって行われる。
【００１１】
音声再生装置２０は、再生すべき音声データを有線または無線の通信路を介して外部機器
から受信しながら、その受信した音声データを再生する。音声再生装置２０への音声デー
タの送信には、映像再生装置１０から音声再生装置２０に音声データを送信する方法、ま
たは外部のコンテンツサーバから映像データおよび音声データをそれぞれ映像再生装置１
０および音声再生装置２０に同時に送信する方法が用いられる。以下では、前者の方法を
用いる場合を想定することとする。
【００１２】
オーディオ・ビデオコンテントを再生する場合、映像再生装置１０は、オーディオ・ビデ
オコンテントを映像データと音声データに分離し、音声データを音声再生装置２０に送信
しながら、映像データの再生を行う。音声データの送信には、例えばｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（Ｒ）、などに代表される近距離無線通信規格の無線通信が用いられる。この場合、映像
再生装置１０は、音声データをアンテナ１０１から無線信号によって送信し、音声再生装
置２０は映像再生装置１０から送信される音声データをアンテナ２０１を介して受信する
。
【００１３】
音声再生装置２０は映像再生装置１０から送信される音声データを受信しながら、その受
信した音声データの再生を行う。音声データの再生期間中は、音声再生装置２０は、映像
再生装置１０との間で定期的に通信して、映像再生装置１０における映像データの再生位
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置と音声再生装置２０における音声データの再生位置との間のずれ量（映像と音声の同期
のずれ量）を検出する。音声再生装置２０は、映像と音声の同期再生を実現するために、
検出したずれ量に応じて音声データの再生速度を変更する。ここで、音声データの再生速
度の変更は、音声データの音量レベルが予め決められた特定値よりも低い音声データ区間
内で実行される。
【００１４】
次に、図３および図４を参照して、映像再生装置１０および音声再生装置２０それぞれの
構成を説明する。
【００１５】
図３には、映像再生装置１０のシステム構成が示されている。映像再生装置１０は、例え
ばＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ポータブルパーソナ
ルコンピュータ、移動電話機、のような携帯型電子機器として実現されている。この映像
再生装置１０は、図示のように、ＣＰＵ１１、時刻管理部１２、記憶装置１３、無線通信
デバイス１４、映像／音声分離部１５、復号部１６、映像再生部１７、およびディスプレ
イ１８を備えている。
【００１６】
ＣＰＵ１１は映像再生装置１０の動作を制御するために設けられたプロセッサである。こ
のＣＰＵ１１はバス１００を介して映像再生装置１０の他のコンポーネントと接続されて
おり、それら各コンポーネントと連携して動作する。時刻管理部１２は時刻を計時する時
計デバイスから構成されており、映像データの再生動作の基準となる時刻情報を提供する
。
【００１７】
記憶装置１３は例えば不揮発性メモリデバイスから構成されており、ここには、再生対象
のオーディオ・ビデオコンテントが格納される。このオーディオ・ビデオコンテントは、
符号化された映像データのストリームとそれと同期して再生すべき符号化された音声デー
タのストリームとから構成されている。これら映像データストリームと音声データストリ
ームは多重化されている。オーディオ・ビデオコンテントのデータフォーマットとしては
、例えばＡＶＩ形式（Ａｕｄｉｏ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ　Ｆｏｒｍａｔ）
を使用することが出来る。ＡＶＩ形式のコンテントデータにおいては、映像および音声の
メディア毎にそれに対応するサンプリングレートが記録されている。
【００１８】
映像／音声分離部１５は再生対象のコンテントデータを映像データと音声データに分離す
る。コンテントデータから分離された映像データは復号部１６に送られ、またコンテント
データから分離された音声データは無線通信デバイス１４に送られる。
【００１９】
無線通信デバイス１４は音声再生装置２０との間の無線接続を確立して、音声再生装置２
０との間の無線通信を実行する。無線通信は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（Ｒ）の規格に
準拠した手順で実行される。無線通信デバイス１４は、ＣＰＵ１１の制御に従い、符号化
された音声データを無線信号によって音声再生装置２０に送信する。
【００２０】
復号部１６は符号化された映像データを復号して、圧縮形式の映像データを表示可能な形
式に変換する。映像再生部１７はディスプレイ１８を制御し、復号部１６によって復号さ
れた映像データをディスプレイ１８上に表示するための再生動作を実行する。この場合、
映像データの再生速度は、時刻管理部１２によって管理される時刻情報と映像データのサ
ンプリングレートとに従って制御される。
【００２１】
映像再生部１７による映像データの再生は、例えば音声データの無線送信を開始してから
一定時間経過した時点で開始される。この時間の値は、例えば、音声データの無線送信を
開始してから、音声再生装置２０がその音声データの再生が可能になるまでに要する時間
に基づいて予め決定されている。これにより、音声再生装置２０による音声データの再生
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と映像再生部１７による映像データの再生とを同時に開始させることが可能となる。
【００２２】
図４には、音声再生装置２０のシステム構成が示されている。音声再生装置２０は、上述
したようにワイヤレスヘッドフォンとして実現されている。この音声再生装置２０は、図
示のように、ＣＰＵ２１、時刻管理部２２、無線通信デバイス２３、復号部２４、バッフ
ァメモリ２５、音声再生部２６、音声出力装置２７、映像再生位置取得部２８、同期ずれ
量検出部２９、音出力レベル検出部３０、および音声再生速度制御部３１を備えている。
【００２３】
ＣＰＵ２１は音声再生装置２０の動作を制御するために設けられたプロセッサである。こ
のＣＰＵ２１はバス２００を介して音声再生装置２０の他のコンポーネントと接続されて
おり、それら各コンポーネントと連携して動作する。時刻管理部２２は時刻を計時する時
計デバイスから構成されており、音声データの再生動作の基準となる時刻情報を提供する
。
【００２４】
無線通信デバイス２３は映像再生装置１０との間の無線接続を確立して、映像再生装置１
０との間の無線通信を実行する。無線通信は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（Ｒ）の規格に
準拠した手順で実行される。無線通信デバイス２３は、ＣＰＵ２１の制御に従い、映像再
生装置１０から送信される符号化された音声データを受信する。
【００２５】
復号部２４は無線通信デバイス２３によって受信された符号化された音声データを復号し
て、圧縮形式の音声データを再生可能な形式に変換する。復号された音声データはバッフ
ァメモリ２５に格納される。このバッファメモリ２５は、再生すべき音声データを一時的
に保持するための記憶装置である。このバッファメモリ２５には、例えば、５０ｍｓｅｃ
～６００ｍｓｅｃ程度の再生時間に相当する音声データが蓄積される。
【００２６】
音声再生部２６は、バッファメモリ２５に蓄積されている音声データをスピーカ又はベッ
ドフォンからなる音声出力部２７を通じて音として再生出力する。この音声再生動作にお
いては、バッファメモリ２５に蓄積されている音声データをデジタル形式からアナログ形
式に変換する処理などが行われる。音声データの再生速度は、基本的には、時刻管理部２
２によって管理される時刻情報と音声データのサンプリングレートとに従って決定される
が、音声再生速度制御部３１の制御によって変更することが出来る。
【００２７】
映像再生装置１０における映像再生タイミングの制御は音声再生装置２０で行われる音声
再生タイミングの制御とは異なるクロック（時刻情報）が参照されているため、音声と映
像の同期にずれが生じることが考えられる。もし映像の再生タイミング制御と音声の再生
タイミング制御とで同一のクロックを参照することが出来れば、音声と映像の同期再生を
容易に実現できる。しかし、本実施形態のように映像と音声を再生する装置が互いに異な
る場合には、一方の装置から他方の装置のクロックを頻繁に参照することは実際上困難で
ある。
【００２８】
そこで、本実施形態では、音声の再生タイミング制御は、上述したように、映像の再生タ
イミング制御とは別のクロック（時刻管理部２２の時刻情報）を参照しながら実行する。
音声の再生期間中は、音声再生装置２０は、映像再生装置１０との間の無線通信を利用し
て、定期的に映像再生装置１０から映像の再生位置を取得する。そして、音声再生装置２
０は、取得した映像再生位置を用いて音声再生位置の修正を行うことで同期のずれを解消
する。
【００２９】
このような音声再生位置の修正処理は、映像再生位置取得部２８、同期ずれ量検出部２９
、音出力レベル検出部３０、および音声再生速度制御部３１によって実行される。
【００３０】
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映像再生位置取得部２８および同期ずれ量検出部２９は、無線通信デバイス２３による映
像再生装置１０との通信を利用して、映像再生装置１０における映像データの再生位置と
音声再生装置２０における音声データの再生位置との間のずれ量を検出する。
【００３１】
すなわち、映像再生位置取得部２８は、無線通信デバイス２３を用いて映像再生位置の取
得要求を映像再生装置１０に送信し、映像再生装置１０から現在の映像データの再生位置
を取得する。映像再生位置の取得要求は、音声データの再生期間中に定期的に映像再生装
置１０に送信される。同期ずれ量検出部２９は、音声再生部２６による現在の音声データ
の再生位置と、映像再生位置取得部２８によって取得された現在の映像データの再生位置
とに基づいて、映像データに対する音声データの再生位置のずれ量（同期ずれ量）を検出
する。現在の音声データの再生位置は、例えば、音声データの再生開始時点から現在まで
の経過時間で与えられ、同様に、現在の映像データの再生位置も、映像データの再生開始
時点から現在までの経過時間で与えられる。
【００３２】
映像再生位置取得部２８および同期ずれ量検出部２９による同期ずれ量の検出処理は、例
えば、ＮＴＰ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｉｍｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）によるクロック同期を利
用して実行することができる。このＮＴＰは、ネットワークを介して接続される装置間の
時刻を合わせるプロトコルである。すなわち、映像再生装置１０および音声再生装置２０
はそれぞれ自身の時刻管理部１２，２２を参照して映像及び音声の再生タイミングを制御
しているので、音声再生装置２０の時刻管理部２２が示す時刻と映像再生装置１０の時刻
管理部１２が示す時刻との差をＮＴＰを用いて調べることにより、映像データの再生位置
と音声データの再生位置との間のずれ量を検出することができる。
【００３３】
音出力レベル検出部３０は、バッファメモリ２５に蓄積されている音声データを解析する
ことによって、これから再生される音声データのストリームがどのような音量レベル（音
出力レベル）であるかを検出する。この音量レベル検出処理によって、これから再生され
る音声データのストリームの中から音量レベルが予め決められた特定値よりも低い音声デ
ータ区間が検出される。
【００３４】
音声再生速度制御部３１は、同期のずれを解消するために、音声再生部２６による音声デ
ータの再生速度を可変制御するように構成されている。音声再生速度の変更は、これから
再生される音声データのストリームの中から検出された低音量レベルの区間内で実行され
る。音出力レベル検出部３０によって検出された音声データの音量レベルが大きい音声デ
ータ区間で音声再生速度の大きな変更を行うと視聴者に不自然な印象を与える可能性が高
く、一方音量レベルが小さい区間では音声再生速度の変更を行っても視聴者に不自然な印
象を与える可能性が低いからである。
【００３５】
音声再生速度制御部３１は、図５に示すように、音声再生速度決定部３１１と、音声再生
速度変更部３１２とから構成されている。音声再生速度決定部３１１は、同期ずれ量検出
部２９によって検出された同期ずれ量と、音出力レベル検出部３０による音量レベルの検
出結果とに基づいて、音声再生速度の変更量を決定する。音声再生速度の変更量は、なる
べく音量レベルが小さい区間で音声再生速度の変更が行われるように、あらかじめ定めら
れた規則に従って決定される。この規則は、音量レベル毎に音声再生速度の最大許容変更
量を規定したものである。
【００３６】
音声再生速度変更部３１２は、音声再生速度決定部３１１によって決定された音声再生速
度の変更量に従い、音声再生部２６による音声データの再生速度を変更する。音声再生速
度の変更は、１）単位時間当たりに再生すべき音声データの量の増減、２）音声データの
間引き、３）音声データ（無音データ）の挿入、などによって行われる。
【００３７】
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例えば、映像データの再生位置が音声データの再生位置よりも進んでいる場合には、単位
時間当たりに再生すべき音声データの量の増加、あるいは音声データの間引き（削除を含
む）を行うことで、同期のずれを解消する。一方、映像データの再生位置が音声データの
再生位置よりも遅れている場合には、単位時間当たりに再生すべき音声データの量の減少
、あるいは音声データ（無音データ）の挿入を行うことで、同期のずれを解消する。
【００３８】
次に、音量レベル検出処理の例について説明する。
図６は、バッファメモリ２５に蓄積される音声データを模式的に示している。音声データ
の音量レベルは、時間的に連続するサンプルデータ（図６の黒丸）を結ぶデジタル音声信
号の波形の振幅の大きさによって与えられる。各サンプルデータは、アナログ音声信号を
、例えば４４．１ＫＨｚのサンプリングレートでサンプリングすることによって得られた
ものである。
【００３９】
音出力レベル検出部３０は、例えば、音声データの波形の振幅の大きさの変化を調べるこ
とにより、バッファメモリ２５に蓄積される音声データのストリームの中から、“音量レ
ベル＝大”の音声区間と、“音量レベル＝中”の音声区間と、“音量レベル＝小”の音声
区間とを検出する。音声再生速度の変更は“音量レベル＝中”の音声区間または“音量レ
ベル＝小”の音声区間で行われ、“音量レベル＝大”の音声区間では行われない。“音量
レベル＝中”の音声区間における音声再生速度の最大許容変更量は、“音量レベル＝小”
の音声区間における音声再生速度の最大許容変更量よりも少ない。
【００４０】
音出力レベルの検出には、第１の閾値とそれよりも小さい第２の閾値とが用いられる。振
幅の大きさつまり音量レベルが、第２の閾値よりも低い音声データの区間は“音量レベル
＝小”の区間として検出され、振幅の大きさつまり音量レベルが、第１の閾値と第２の閾
値との間に属する音声データの区間は“音量レベル＝中”の区間として検出される。第１
および第２の閾値の値はそれぞれ予め規定された固定値である。
【００４１】
次に、本実施形態の音声再生装置２０によって実行される音声再生制御処理の動作につい
て説明する。
【００４２】
図７のフローチャートには、音声再生装置２０が映像と音声の同期のずれを検出し、その
検出結果に基づいて音声再生速度を変更する手順が示されている。
【００４３】
音声再生装置２０は、動画再生装置１０から送信される音声データを受信しながら、その
音声データを再生する。音声データの再生期間中は、音声再生装置２０は、動画再生装置
１０における映像再生と同期して音声を再生するために、あらかじめ定められた時間間隔
毎に、同期を取るための処理を実行する。
【００４４】
すなわち、音声再生装置２０は、最後に同期をとる処理が行われてからの経過時間から、
同期をとる必要があるか否かを判断する（ステップＳ１０１）。最後に同期をとる処理が
行われてからの経過時間があらかじめ定められた時間以上であれば（ステップＳ１０１の
ＹＥＳ）、音声再生装置２０は、以下の同期処理を行う。
【００４５】
まず、音声再生装置２０の映像再生位置取得部２８は、無線通信デバイス２３による映像
再生装置１０との通信を利用して、映像再生装置１０にて現在再生中の映像の再生位置を
取得する（ステップＳ１０２）。次いで、同期ずれ量検出部２９は、ステップＳ１０２に
て取得された映像再生装置１０における映像再生位置と音声再生装置２０における音声再
生位置とを比較し、動画と音声の再生位置間にずれがあるか否かを判断する（ステップＳ
１０３）。
【００４６】
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動画と音声の再生位置間にずれがあると判断された場合には（ステップＳ１０３のＹＥＳ
）、音声再生装置２０の音出力レベル検出部３０は、現在再生しているの音声の再生位置
以降の、バッファメモリ２５に蓄えられている音声データについて音量レベル検出を行う
（ステップＳ１０４）。この後、音声再生速度制御部３１の音声再生速度決定部３１１は
、ステップＳ１０３において検出された映像と音声間の再生位置のずれ量と、ステップＳ
１０４において検出された音声データの音量レベルとに基づいて、あらかじめ定められた
規則に従って再生速度変更を行うべき音声データ区間とその区間における再生速度の変更
量を決定する（ステップＳ１０５）。
【００４７】
音声再生速度の変更量を決定する際に用いられる規則の例を図８に示す。図８において、
１行目はステップＳ１０４により検出された音声データの音量レベルに対応している。２
行目は１行目の音量レベルそれぞれに対応する、音声再生速度の最大許容変更量、つまり
単位時間当たりに再生すべき音声データ量の最大許容増減幅を示している。同様に３行目
は１行目の音量それぞれに対応する、音声データの挿入、間引き（削除）を行う際の最大
許容時間、つまり単位時間当たりに挿入、削除が可能な音声データの最大許容データ長に
対応する時間、を示している。
【００４８】
音声再生速度の最大許容変更量、および音声データの挿入，削除の最大許容時間は、いず
れも音量レベルが小さいほど大きな値となり、音量レベルが大きいほど小さい値となるよ
うに設定される。
【００４９】
音声再生速度変更、または音声データの挿入、削除は、映像と音声のずれが解消されるま
で複数回続けられる。またあらかじめ定められた時間のうちに同期のずれが解消されない
場合には、直ちに同期のずれを解消する時間だけ音声データの削除、挿入を行う。
【００５０】
音声再生装置１１において、動画と音声の同期のずれを解消する際には、映像の再生位置
を基準に音声の再生位置を修正する。映像の再生位置が音声の再生位置よりも進んでいる
場合には、単位時間当たりに再生すべき音声データの量の増加、あるいは音声データの削
除を行うことで、同期のずれを解消する。一方、映像データの再生位置が音声データの再
生位置よりも遅れている場合には、単位時間当たりに再生すべき音声データの量の減少、
あるいは音声データ（無音データ）の挿入を行うことで、同期のずれを解消する。
【００５１】
このようにして、ステップＳ１０５では単位時間当たりに再生すべき音声データの増減量
、または音声データの挿入，削除の時間が決定される。この決定に従い、音声再生速度制
御部３１の音声再生速度変更部３１２は音声再生部２６を制御し、音声再生部２６の音声
再生速度を変更する（ステップＳ１０６）。
【００５２】
ここで、ステップＳ１０４～Ｓ１０６の処理の具体例について、図９を参照しながら説明
する。
【００５３】
図９は音声データの再生速度が変更される様子を示している。図９に示されている３つの
音声データの波形の内、上部の音声データの波形は、同期ずれが生じていない正常な状態
を示している。また中央の音声データの波形は、同期ずれが生じ、音声データの再生が映
像の再生よりも遅れている状態を示している。下部の音声データの波形は、音声再生速度
の変更処理によって同期ずれを解消した状態を示している。
【００５４】
いま、図中に示したＡの時点で、１００ｍｓｅｃの遅れを検出した場合を想定する。この
場合、まず、バッファメモリ２５上に蓄えられたＡの位置以降における音声データの音量
レベルが検出される（ステップＳ１０４）。そして検出された音量レベルに基づき、図８
の規則に従い音声再生速度の変更量が決定される（ステップＳ１０５）。
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【００５５】
ＡからＢまでの区間（１００ｍｓｅｃ）においては検出された音量レベルは“大”である
ので、規則から、ＡからＢまでの区間における音声再生速度の変更量は、０ｍｓｅｃとな
る。しかし、Ｂ以降Ｄまでの区間（６００ｍｓｅｃ）における音量レベルは“小”である
ので、規則から、一秒あたりにつき±５００ｍｓｅｃの音声データの挿入又は間引きを行
うことが許容される。検出された遅れは１００ｍｓｅｃである。この遅れは、Ｂ以降Ｄま
での区間（６００ｍｓｅｃ）内の音声データを１００ｍｓｅｃ分だけ間引くことにより解
消される。すなわち、Ｂ以降Ｄまでの区間（６００ｍｓｅｃ）内の音声データは５００ｍ
ｓｅｃに短縮され、これによってＣの時点では音声データの再生位置は映像データの再生
位置と一致する。
【００５６】
なお、ＮＴＰを用いて同期ずれを検出する場合には、再生位置のずれが解消されるＣの時
点で時刻管理部２２の時刻も１００ｍｓｅｃ分だけ進めることが好ましい。
【００５７】
以上詳述したように本実施形態によれば、映像再生装置１０と音声再生装置２との間で厳
密な時刻合わせを行わずとも、音声再生速度変更処理によって同期ずれ量をある一定の範
囲内に抑えることが可能となる。よって、映像と音声をそれぞれ異なる装置で再生するシ
ステムにおいても、いわゆるリップシンク（ｌｉｐ　ｓｙｎｃ）を容易に実現することが
出来る。特に、音声再生速度の変更は音量レベルが低い音声データ区間内で行っているの
で、視聴者に違和感を与えることなく、リップシンクを実現できる。
【００５８】
なお、必ずしも映像再生装置１０が音声再生装置２０に音声データを送信する必要はなく
、例えば、図１０に示すように、コンテンツサーバ３０が、映像データおよび音声データ
をアンテナ３０１からそれぞれ無線信号によって、映像再生装置１０および音声再生装置
２０に送信するようにしても良い。この場合でも、音声再生装置２０は、映像再生装置１
０から定期的に映像再生位置を取得することにより、映像と音声の同期ずれ量を検出する
ことが出来る。
【００５９】
また、本実施形態の音声再生装置２０における音声再生制御処理は、コンピュータ上で実
行されるプログラムによって実現することも出来る。この場合、上述の音声再生制御処理
の手順を含むコンピュータプログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を
用意し、そのコンピュータプログラムを、通信機能を持つ通常のコンピュータに導入して
実行するだけで、本実施形態と同様の効果を容易に得ることが可能となる。
【００６０】
また、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱
しない範囲で種々に変形することが可能である。更に、上記実施形態には種々の段階の発
明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組み合わせにより種々の発
明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除
されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で
述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽
出され得る。
【００６１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、視聴者に不自然な印象を与えることなく、他の装
置で再生される映像データとの間の同期のずれに応じて音声データの再生速度を変更する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る音声再生装置を示す図。
【図２】図１に示した音声再生装置の具体的に実現形態の一例であるワイヤレスヘッドフ
ォンを示す図。
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【図３】図１に示した音声再生装置によって再生される音声データと同期して再生すべき
映像データを再生する映像再生装置の構成の例を示すブロック図。
【図４】図１に示した音声再生装置の構成の例を示すブロック図。
【図５】図１に示した音声再生装置に設けられた音声再生速度制御部の構成を示すブロッ
ク図。
【図６】図１に示した音声再生装置に設けられた音出力レベル検出部が実行する音量レベ
ル検出処理を説明するための図。
【図７】図１に示した音声再生装置によって実行される音声再生制御処理の手順を示すフ
ローチャート。
【図８】図１に示した音声再生装置が音声再生速度の変更量を決定するために使用する規
則の例を説明するための図。
【図９】図１に示した音声再生装置において音声データの再生速度が変更される様子を示
す図。
【図１０】図１に示した音声再生装置に音声データをサーバから送信するシステムの例を
示すブロック図。
【符号の説明】
１０…映像再生装置
２０…音声再生装置
２１…ＣＰＵ
２２…時刻管理部
２３…無線通信デバイス
２４…復号部
２５…バッファメモリ
２６…音声再生部
２７…音声出力装置
２８…映像再生位置取得部
２９…同期ずれ量検出部
３０…音出力レベル（音量レベル）検出部
３１…音声再生速度制御部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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